
雷雨・落雷防災マニュアル

安全教育部会

１ 学校管理下

雷雨・雷鳴（遠くであっても）発生

↓

○屋外での活動や遊びは中止し校舎内（鉄筋コンクリートの建物、バス等）に避難

○教室内でも窓際に近寄らない

落雷（本校および近隣に）発生

↓ ↓

○担任 → 児童の健康・安全確認 ○担任外 → 火災の有無の確認

○負傷者発生の場合 → 救急車（１１９） ○火災発生 → 緊急避難
↓ ↓ ↓

応急手当 保護者連絡 消防署（１１９）通報

※屋外の教育活動を実施する場合は事前に天気予報を確認し、天候が急変した場合には
ためらうことなく計画を変更・中止する。

２ 下校時

雷雨・雷鳴（遠くであっても）発生 落雷の心配がなくなったら
※雷鳴が３０分以上ない等

↓
↓

○教室に待機
○方面別に同時下校

○雷雨・雷鳴が長時間続く場合 ↓
（下校時刻を過ぎる場合） ○下校状況の確認

↓ ↓
○保護者の迎え要請（メール配信） ○担任（校区内パトロール）

【引き渡し方法】
①お迎えをお願いする時は、必ずメール配信しますが、停電の時は電話やメールが使
えないこともあります。雷雨・落雷による停電時、児童が下校時刻を過ぎても帰って
来ない場合は、まず、近所の方と連絡を取り合って、下校していないことを確認の上、
学校にお越しください。
②事前に登録していただいた、「個人調査票」に記載された方に、本人確認をさせてい
ただいた上で引き渡します。
③緊急時、お迎えの車は正門（北門）から校庭に入り、東門へ出る一方通行でお願いします。

３ 登校前に雷雨・雷鳴が発生した場合
雷鳴がなくなり、安全に通学できると保護者の方が判断できるまでは、児童を自宅に

待機させてください。

４ 登下校中に雷雨・雷鳴が発生した場合
近くの安全な場所（屋根の下）で待機し（させてもらい）、その後、雷鳴がなくなった

ら登下校します。
登下校の途中で雷雨・雷鳴が発生したら、近くの家に避難させてもらうことを、話し

合っておいてください。


